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『べ一オウルフ』における「フロニメガール王の説教」の意図は何か
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要旨
古英語叙事詩『べ一オウルフ』はs世紀中ごろイングランドで成立したと見られる、北欧を舞台に英雄べ一オ
ウルフの生涯を物語った、ヨー戸ツパ語での最初の叙事詩であ乱前半は・今はなきイェーアタス国の若き・
英雄べ一オウル7が隣国デネ（デンマーク）の宮廷を12年問悩まし続ける怪物グレンτル退治に向かい・こ
れを首尾よく退治し、わが子の復讐に来襲レ廷臣を連れ去った母親も・その湖底の棲家に赴いて退治す乱（後
半は50隼後、故国の王となったべ一オウルフが国土を焼き払う火龍と対決し、若武者の助太刀でこれを退治
するも、自らも致命傷を負って死ぬ。）本論の「フロースガール王の説教」・は前半のクライマックスをなすも
ので、怪物の湖底の棲家からグレンデルの首級と、彼らの毒血で刃が熔けてなくなった・巨人の作なる刀の
柄を戟勝記念に持ち帰ったべ一’オウルフに、彼を迎えたデンマLクの老賢王ρフロースガールが垂れる説教
の意図を以下に考察した。重々Lい述べ方と内容によって、王としての威厳を保つためのものであったとの
結論に達した。
前置き
　古英語叙事詩Beow山fにおける「Hroth筥趾王の説教」は、Beowulfを始め’て読んだときから・物語全体の流
れの中で唐突感と違和感を覚えた部分であった。と言ってもその感覚は、現代人が説教というものになじめ
なくなったといった一般論ではなく、筆者のこの作品の解釈法に由来する個別的な感覚なのである。その頃
のBeowujf解釈は、教父たちの聖書釈義を当てはめたH刮mi1ton（1946），K冊kE（一958），’Gold呂mith（1963
乱nd1970）1などによる‘Exegetic且ppro訂oh’の全盛時代だったので、StAugu帥in，Pop己Grとg0fy，StAmbro呂eな
どの聖書釈義に通じなければBeow山fを車しく読めないのかと恐怖した記憶がある。しかし聖書釈義の間題を
脇に置いても、主人公Beowu／fのたどった道を歩む時、この説教は、道中の中ごろに道をふさぐように転が
っている巨石、悪く言えぱ障害物のよ’うに思え、いつか自分なりに納得の行く仕方でこれを処理、つまり解
釈しなければ、作晶BE0wulfの読みを全うしえないと思え、課題となったのであっれ
　筆者がこの説教に覚えた唐突感・違和感は、当蒔は漢然としたものだったが、最近ようやくその理由が分
かってきた。若き英雄B己owulfと老王Hrothg且rが活躍する第1部（1－2199行・以下2200－31呂2行が第2部）を
解釈するに際して、若き他国の英雄と賢い老王という．、’よって立つ基盤・原理が全く異なる対照的なこの二
人の人物の’間に・鍔迫り合い・．葛藤の目に見えぬ心理的ドラマがあるのを発見した。・この説教をここに至る
二人の主人公の葛藤のドラマと関連付けて解釈してみたい。
　では、どんなドラマがあると見てい・るか説明しよう。怪物GT㎝de1退治に訪れた異国（Ge目1且菖）・の王子
Beowu／fを迎えてD㎝己の国王’Hrothg且rはこう述べる。昔、他部族の者を殺めたため亡命してきた彼の父親
Ec臼theowを受け入れ、人命金（W明ild）まで払って争いを解決してやったことがあるが・彼はその父が受け
た恩を返しに来てくれたのだろう（457－90行）と。しかし、詩人もBeowul．f本人もそれまで彼の父親
Ecgtbeowの過去のことには一言も言及していない。
　このHrothg町の言葉にBeowu1fは応答しない。応答しないのは当然である・父の受けた恩義を返しに来た
と言えばHroth臼虹の思う壼にはまる。Deneの人たちめ倒せない強敵を倒し、武士としての名を上げるために
来たと本心を言えば、Hroth卿の面子をつぶすことになるからである。Hmthg且rの顧問官U㎡erthが宮廷儀礼
を守らずBeowu1fに楯突くのは・Dene芦廷の屈辱感の裏返しの表現なのである。思うに詩人は・両芦の鍔迫
り合いのドラマを仕掛けたのである。’GrEnde1を倒して目的を果たし、D㎝e’を救ってくれ．た救国の英雄に
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Hroth目肌王は大きな借りができた。D㎝eの宮廷が12年間なし得なかったことを一夜にして異国の若武者．
B日oWulfが成し遂げてくれたのである。この偉業に対し当然曄謝はするが、王の面目がつぶれたことも確かで
ある。戦勝の宴を開き、黄金の軍旗・鎧兜・宝刀からなる豪華な贈物で報いたが、屈辱感を胸に秘めた
Hrothg酊は威厳を保つにはまだ不十分である。両者の力関係のバランスを保ち、さらに優位に立つにはとiう
したらよいか。．ここでHrothg町が考えたのが、まず、養子縁組である（946b－49且行）。
　これでG．e．d．1への復讐は他国の英雄による代理復讐ではなく、D㎝巴の王子による復讐になり、この新た
な親族関係によりB已owu／fの国Ge訓冊と．の将来起こりうる争いも予防できるかもしれない。一石二鳥なめで
あ乱Hm軸肌はさすがに知恵者である。しかし下またまた両者のバランスが崩れることが起こる。Gre皿del
の母親の思いもかけぬ襲来である。このあたりの物語は日本の「渡辺綱の鬼退治」に似ている。一この母親退
治もBeow1fに頼らざるを得ないことにな乱彼女の湖底の棲家に赴いて難敵を切り倒し、死んで横たわる
Grendelの首も切り取った剣を土産に凱旋したBeowulfにHrothgムrは再び祝宴を張り、贈物を追加する約束は
したが、まだ王の威厳を保つには足りないのである。
　そう悟ったHrothg日rが、土産の剣の、神によって洪水で滅ぼされた巨人族のことがルーン文字で刻まれた
柄を眺めながら、突然始めるのがこの説教なの亡ある。洪水で滅ぼされた巨人族は、G王㎝de1親子がその末蕎
だと言われているC且inにつながるものであり、巨人族もC且inも傲1曼の罪で滅ぼされたことになっていること
から、説教の主題は傲慢の罪であることは間違いない。話を先取りすると、この説教のパンチカは強烈で、
Hroth卿は所期の目的を達成する。Beowulfはこの一方的になされた説教を無視することで無言の抵抗を示し
たと考えられる。
本論
　前置きが長くなったが・ここで本題の「説教」の分析に入乱説教の冒頭（1703b－06出行）でHrothg町は、
Beowu1fの名声がこれによって広く確立した。君は知恵と腕力（彗叩i㎝ti且et　forti岬do）を兼ね備えていると賛
美するのは良いとして、その前の開ロー番（I700－02且行11のもったいぶった言葉「真に、こう言いうるのだ、
誠と正義とを∫国民の間で行ない、過去をすべて記憶する者、∫年取った国の守護者は」と言って、Beowu1f
を賛美する資格が自分にあることをわざわざ誇示するのは、常に自分の威厳を維持したい彼の心の現われで
ある。それに加えて注目すべきは、I703h行で月睦d　js互r星肥d「名声は確立した」と持ち上げておいて、もう一
度後半のI761b－62且行で同じキーワードのb幌d「名声・評判」を用いて、Mj苫肺卸皿鈎鵬s鵬d／互舵＾w〒1「君
の力の評判は今’一時である．」と引き下ろすのは老槍なレトリックではないだろう力㌔国王と偉業を成し遂げ
た英雄との力のアンバランスは・贈物によって回復されるので、1706b－7且行艸ε∫紬1皿㎞eO巴幌舳η／舵ode，
w互舳fur肋m苫ρ曲c㎝．「わしは君にわしの友情を果たさねばならぬ、／我ら二人が少し前に話し合ったように」
は漠然とした表現だが、贈物の約束に言及・したものであ糺
　次にBeowulfが将来国を治める身分になるだろうと仮定して・1709b－22割行で悪い王の見本としてHe祀mod
を挙げる。H巴remodについてはすでに902h－13乱行で、詩人がDeneの歌人にGr㎝de1を倒したBeowulfを賛美
する歌物語の中で言及させ、915b行で止加e取醐o皿wδd「罪業が彼にとりついたのだった」と締めくくってい
たが、その罪業をHroth脚がSermonで取り上げるという趣向になってい乱ここでは被と家臣たちとの関係
においてその罪業が具体的に語苧れ㌫1709b－I5b行では・彼は怒りにまかせて家臣らを殺し・追放の身にな
って、最期は無残な死を遂げたと語り、次の1716且一1呂且行で神の信仰者らしく、全能の神が彼をそうした国王
の地位に押し上げてくださったにもかかわらず云々、と付け足す。
　次の1719b－22宜行で、ゲルマンの共同体では、国王が臣下に宝物の贈物をし、’臣下が戦役で奉仕するという
互酬制度が体制維持に最も重要な柱であるが、宝物を分配する国王の義務を彼が放棄したために、家臣団と
の間に不和が生じ、宮廷の喜びを奪われ苦痛をなめたことを述べ、1722止一24且行で、これを教ヨllとせよと
Beowu1fに語りかけるのである。ここでも冒頭と同じように、正体djdbe陣／互“閉ow加mm桁d「わしはこの
物語を君のため／齢重ねた知恵者として語ったのだ」と、自分が知恵者であることを強調せずにいられないの
が彼の性格なのでる。
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　Hrothg且rがこういう王にはなるなよと、極悪非遭のH巴祀modを例に引いたのは・f纈irでないと思ってい糺
前に歌人によってBeowulfと同じく賞賛の対象であるゲルマ．ンの英雄SyOem㎜d」の引き立て役（foil〕として
H冊mbdが例’に引かれたのは問題でない。しかし今度は間題である。BE0wulfが将来なるかもLれない負の
イメージとしてH冊mgdの影をB巴owu1fに背負わせることになる’からで・これは一種の脅しであり二巧妙な．
中傷である。
　次の1724b－27出行からはHer巴modを離れ、より一般的に無名の王者の陥る危険を述べる。知恵と土地と身
分は神の贈物であると、後のキリスト教詩Chrj刮’（664－6呂刮行）にも詠まれ・おそらく当時すでにキリスト教
徒の常識になっていたことに言及し、続くIわ8宜一34出行では、神からのこうした揮かりものを特に享受するの
は国王で、宮廷でこの世の喜びを保持できるのも、実は神のお蔭なのに、わが身の終わ？を思うことができ
なくなるのだと、この世のすべてが神の支配の下にあることを、Hrothg肛は一神教信者（monothei；t〕らしく
強調する。続けて1735乱一42乱行で、繁栄と安寧と平和のうちに身を置き・ao阯皿e囲1woro』d／w己ηded㎝w〃帥
「全世界が彼の∫意のままに動く」と慢心していると、最悪の「傲慢」o危柳紬が生じ増大すると、この説教
の眼目である「傲慢」が登・場する。ヨ
　次の1741出一47b行で、傲11曼が人の心に生じるさまを、教父たちが用いた比瞼を援用して述べる。慢心した人
の良心が眠っている問に心臓めがけて悪魔が傲慢・の突を射てくるので防げない、というのであ乱次の174君a－
57bでは、傲1曼に取り付かれた王はどうなるか、・やや理屈っぽくHe祀mod現象を繰り返Lて述べ㍍臣下と
の絆など取るに足らなく思え、宝物を与えなくなり、王の権能は神が賜った栄誉なのに・それを忘れて死に
．至り、宝を分配する別の王に取って代わられる、とここでも話るのである。・この説教における飲慢？意味は、
慢心した王子や王が互恵制度の共同体のルールを一方的に破って臣下にそむかれ、追放の身で哀れな最期を
迎ええ原因と解釈でき、ゲルマン社会の現実に引っ掛けた明快な主題にはなってい乱
　Hrothg肌は1758早一62割行で、再度Beow1fに呼びかけて、・傲11曼など心に懐かぬようにと警告するが、このよ
うな傲11曼はB巴owu1fが抱く可能牲のない感情であると思われる以上、意地の悪い説教のための説教とはなら
ないだろうか。Hrothg肝はI759b－60且で臨r創冊（I760旦〕「永遠のご利益」’を選ぶようにBeow1fに忠告する。
この句は議論の多いところで、キリスト教的意味に解すれば「死後の魂の救済」（et芭m刮1呂且1v帥・i㎝・そのための
敬神一善行など〕であり、．非キ1」スト教的意味では「死後に残す名声」（そのための武功・善政など）になる
と思われる。詩人は両義一1生を意図し、Hmthg且rはキリスト教的意味で用へBeowulfは非キリスト教的意昧で
受け取るように按配したのだと思われ乱しかしいずれにしろここは・反Heremod的な立派な倫理的生き方
を勧告したのであろう。
　次の1762b－6呂b行では、人の命を予告なく奪う君つの動因（刮g㎝t昌）をA　oτB　oTC．．．・と列挙した構文を用い
て「死を忘れるな」（m巳mento　mori）と述べているが、これは散文の説教集（homi1ie呂）でよく見られる常套
句であると言われてい乱しかし・人に死をもたらすものについては・古今卒西同じような発想があるわけで・
ゲルマンではそれを一種の宗教観念と言ってもいい無常観（f舳1i彗m）にまで高めたのであり・キ・リスト教で
は神に救いを求める理由にし・たのだろうと思われ乱詩人はキリスト教文学や神学の知識に関心を持ってい
たと思われるが・それ幸引瞼の形でHrothg且rの説教に集中的に適用し・Hrothg肛の・説教者にふさわしい教
訓癖のある聖職者的性格付けに禾1」用し．たのだと考えられ糺次にHroth0町は自分の運命を語孔
　1769且．7呂a行ではGエendelの襲来による自分の運命の逆転を語るが、ここでもまた50隼間、国を治め無敵を
誇ったと自己賛美・自己肯定の前置きで始まるのである。この運命の逆転を感情表現の常套句でgym記fter
gom㎝巴（1η5刮）「喜びの後に悲し牛」が訪れたと述べているが・ここで重要な？は・Hrothg且rに自分も傲11曼
の罪を犯していたという自責の念が見られるかどうかである。研究者の中でもキリスト教的解釈に重点を置
　く人たち、Brodeur，Go／d昌mhh・らは見られると言っているが・筆者にはまったくそうは感じられない。自分．
の過去を誇り・それ故に招いたかも知れない運命の逆転の原因（黄金の館He？rotを建て怪物Grendel．親手の
来襲を受けたのは自分の傲慢のせいであった〕には触れず、心に鎧をかたくなにまとっている。この態度は
後年Beowulfが火龍に宮殿を焼き払われたときに・何か罪悪感を覚えるイノセントな彼の姿勢晶とは対照的で
ある。しかもHrolhg且rは次のI77冨b一呂Ib行では、Grendelの首級を眺めることができたことを補に感謝しよう
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と締めくくり、この後17君2副一84bで彼を祝宴に誘い、明日の宝物の授受を約束して説教を終える。神への感謝’
も結構だが、これはよく見られる、人のお蔭を藷らず、何事も神様仏様のお蔭と祈りを唱える信者に余りに
も似ていまいか。
　この国王の威信を第一に考えるHroth明rは、Beowulfに国を救ってくれて有難うと素直に言えなかったの
である。これによって筆者のように反感を懐く者も出て来るし、知恵に長けた立派な王だと尊敬する人も出
てくることになる。このように王が王子に、父親が息子に行う形をとった説教は8世紀中ごろの宗教家
Alcuinも用いているとW．C．Bolton・は指摘している’が、内容的には共通点は少ない。また、王子教育、帝王
学あるいは処世言11といった実用的な目的を持ったものでもない。LかしこのHrolhg酊の説教は、実際に父の
Hroth目趾が子の埠E0wulfに垂れた・阿㎝舳．1舵エm㎝であると主張する非常にナイーヴなH餉呈en咀の論文の存在
を知って驚かざるを得なかった。
結論
　勇気を持って強敵に立ち向かい、これを倒すという偉業を成し遂げ、名声を勝ち取った若き英雄に対し、
何とか国王の威厳を保ちたいと老猜な知恵で対抗する老三Eとの確執という目に見えないドラマを見てきた筆
者には、この説教がその確執のクライマックスになるのである。このように解釈することによって最初覚え
た唐突感と違和感の原因が自分なりに分かった気がする。この説教はHmlh卿にとって起死回生を図る車要
なポイントになっており、この説教と、その後に豪華な贈物で報いたことにより、国王の威厳は無事保たれ
たのであ孕・だからこそ・この後は気を緩めた彼はBeowu1fを抱き別れのキスをする好々爺になれたという
ことである。説教とは未来についての教訓を含むものであり、Hrothg且rの説教を第2部で国王になった
B已owu甘の生き方と関連（あまりないとの推測だが、それがあるかないかも含めて）付けるのが当然であるが、
その間題は別の機会に論じたい。以上・Hmthg趾の説教をこのように誘むことによって・道の真ん中に置か
れ通行を妨げていた巨石をどかせないまでも、少し脇へ押しやって通れるようになったのではと感じているが、
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　　　　t石fr石f祀附orp且n
　　e刮11且ng－twid了白1冒odum呵mm，
　　h龍1己己um　tδhelp巳N巳w巳肛凸He祀m5d宮w互
1710eafommE6自we1帥，Ar－S6yIdingum．’
　　Ne色ew…ox　h…him　t己wi11刮n、且c　t5w配1－fE且11e
　　ond　t石d壱刮a－ow且1um　Deni細1…odum；．
　　br…且t　bolgen－m5d　b…od一白en亘前且呂、
　　朋x1－O巳呂傲11刮n，o帥田th壱査mhwe肛f，．
17I5m晶r己p…oden，mon－dr…刮munl　from，
1700『真に、こう言いうるのだ、誠と正義とを
　　国民の問で行ない、過去をすべて記憶する者、
　　年取った国の守護者（H〕は、この貴人こそ
　　誰よりも生まれ良き人である1名声は確立した
　　遠くの地域まで、わが友べ一オウルフよ、
1705君の名声はすべての民族の上に。君はそれをすべて
　　　　　　　しかと御しておる、
　　腕力を心の知恵をもって。有しは君にわしの友情を
　　　　　　　果たさねばならぬ、
　　我ら二人が少し前に話し合ったように。君は慰めと
　　　　　　　なろう、
　　長き聞に渡り、君の国民の
　　武士たちの助けとな。　ヘレモードは違った、
1710エッジウェラの子ら、「誉れの」シュルデインガスにとっては。
　　彼は長じて彼らの喜びとはならず、殺害と
　　無残な死をもたらした、．デネの国民にとって。
　　彼は怒りに任せて殺害した、食卓め仲間らを、
　　肩触れ合う友達を、ついに彼はた．だ独り去った、
1715名高き王は、人の世め喜びから、
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　　捉刮h　pehin已mihti白God　m記ζene呈wynnun1，
　　冊fφ・m昌t…Pt・、of…且11巴㎜・一
　　for己白efエemede．Hw記眸肥him　on　fer巾dgr壱ow
　　l〕王…o；t－hordb1石d－r喜ow；n且11刮；b…且g冊白囲f
1720Denum鴉fterd石me．Dr；刮m－1喜朋白El〕百d，
　　一記t　h壱p肥畠白eWinnE呂　WeOrC頂r石W旦d巳，
　　］…od＿be且1o　lonO；um－　DO　p巨1寵r　be盲on，
　　gum－oy；tとon白iu　正pi；色id　be扉
　　壷w鵬c　wi叫um　fr5d．Wundo－i昌t己；納且㎜e，
1725hO　mihti自God　m且nm〔ynn巳
　　頂urh；τdne呂己f呂n岬t甘ubrytt刮己，
　　閉rd　ond　eorl一；亡ipe：h…百h　e呂1閉自ewe刮1d．
　　H　wT　lu　m　h…o　n　l　u　f刮n　　1曇te己　hwo　r　f且n
　　mo㎜e彗m石d－Oφon［m轟mnoyme昌1
17ヨO；ele凸him　on昂1e　eo巾m　wynne
　　15he刮／d纈nneh1…o－burhwe閉；
　　自巴d硫him；w互白ewe刮1dene　worolde　d曇1且菖，
　　言τd巴・T6・，庫th…’hi∬・lf纈n・m鈎
　　for阯昌un宮nyt1rum㎝d巳鋤已n6em．
1735Wun且a　h…on　wi；喧，nδhin巴wiht　dw巴1Ea，
　　　高dl・喜y1db，・…himi・wit珊・h
　　㎝舵f且n菖wE0r㏄凸、n…白e昌且ou石hw亀r
　　曲一h・柁…owe凸，刮obim・刮1wo・o1d
　　wende芭on　wil1且h．H…巾捌wy鵬ne〔on■
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1740o己仁配t　him　on　innm　ofer－hy竈d且d免1
　　　we刮xe［a］ond　wrτd百お，bonnE昔e　we肌d；wefe菖，
　　　；百wele　hyrd巴；bia昌…昌1曇p　t石f記呈t，
　　　bi；白um白ebunden；　bon刮；wT君E　n…目h，
　　　帥eoff1百・一bo9田・fソ祀・um；6…ot・a・
1745P㎝冊bi凸g・h・φ陀・・d舳巳㎞d祀岬
　　　bile士m…tr曇1e　－himl〕eb已org且n　n巴con－
　　　w石m　w■ndor－bebodum　werg呂ng互畠te；；
　　　pinとe昔11im　t石1ラtel，p鴉th…1丑ng巴h壱o1d；
　　白畑ag・om－hずdi有、m1lと畠o・白ylp昌・1己凸
1750f副tt1阜bE旦g旦呂，o・dh壱’b互fo・晦呂亡e日ft
　　缶工白ytea　ond　bT飯m曲庫頂e　him壷God舵宜旧e，
　　w／d祀昌W且1dend，w巴or己一mynd且d星1．
　　Hit　on　ende一昌鵬f　eftξelimped，
　　1］配t呂e1丁亡一hom且　1免ne　O巳dr…o昌ed，
1755f副e白efe且11巴凸；f…h凸石陣t石，
　　帥・㎜mumli6・m百dm・d晶1φ，
　　eor1e昌晶r一白e；tr…on，e白e；固nneOずme己、
　　もっとも全能の神が彼を　御力の喜びもて、
　　盛んに持ち上げ給い、すぺての人の上に
　　押L上げ給うたのだが。　だが彼の心に生じた
　　血に飢えたる胸の思いが；宝環を与えなかった、
1720誉れを求めるデネの人たちに。　喜びなく過ごし、
　　そのため彼は（家臣団との〕争いの　難儀をなめた、
　　長い大苦痛包　　君はこのことから已を教育し、
　　男の美徳を学ぶがよい1わしはこの物語を君のため
　　齢重ねた知恵者として語ったのだ。　語るも驚異なるは、
1725いかに全能なる神が　人類に
　　偉大なる御心から　知恵を授けておられるかだ、
　　住む土地と身分と共に：神はすべてに支配権を持ち給う。
　　時々神は懐かしき故郷に　向けさせ給う
　　人の心の思いを　誉れある一族の；
1730故郷で彼に与え給う　地上の喜びを
　　保持すべき、つまり人々．の城市を；
　　（神は）彼に従わせるので、世界の一部を、
　　広い王国を、・彼はわが身の終焉を思うことが、
　　自分の（知恵なき）愚行のために　できなくなる
1735彼自身は繁栄の中に安住し、何も彼を妨げない、
　　病も老齢も。　また邪悪な思いが
　　彼の心の申に暗くつのらず、またいずこにても敵意が
　　刃の憎しみを表すことなく、全世界が彼の
　　意のままに動く。　彼はより悪しきことを知らず一
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1740ついには彼の心の中に　大いなる傲慢が
　　成長して繁茂する、番人が眠っている間に、
　　魂の守護者が：　その眠りは余りに深い、
　　雑念に縛られて；殺人者がすぐ近くにいる、
　　弓矢を悪意もて　射る者が。
1745やがて兜の下の　心臓めがけて射られる、
　　鋭い矢によって　一彼は己を守る術を知らず一
　　邪悪な怪しい唆しによって　呪われた妖魔の；
　　彼には取るに足らなく思える　彼が余りに長く保持
　　　　　　　Lてきたものが；
　　　貧欲にして怒りっほく．騎り高ぶり与えない
1づ50金箔の宝環を：　そして彼は未来の運命を
　　　忘れて無槻する、神が彼に給うていたが故に、
　　　栄光の「支配者」が、栄誉の分け前を。
　　　最後に　また起こるのだ。
　　　肉体が　はかなく衰え、
1755死すべき者が倒れ名ことが；次の者が彼の後を襲う、
　　　その者は惜しまず宝物を分配し、
　　　貴人の伝来の富を、　（分配など）恐れぬ者は。
一1畠一
　　B巳beorh　p…done　b巴且］o－n了凸，B…owulf1亘of囲，
　　；蛸b巴帖帖，ondp…庫t呂…1祀自eE；o菖，
1760…亡巳・晶d且呂；of・r－hテd且・巳砺皿
　　m曇re㏄mp且！NOiψn巴彗maヨ自n巴畠b1曇d
　　亘ne　hw了1巳；已ft；石n且bi凸
　　b記t　b巴6五dl　o舳e　e的　囲foP巴彗白巴tw曇fe己，
　　○舳efテr己呂fEng　o舳ef15de呂wylm
1765閉岬ipem…と・呂欄・g百r・彗fliりt
　　○舳e肌oly1Oo；oa凸e…且gembe肌htm
　　for；ite凸ond　for；worced；畠巴mninOa　l〕i凸
　　仁捌凸eE，dry111－9um吐　d…日凸ofer一昌預e己一
　　　Sw亘io　Hrin目一Dem　hmd’mi；盲…r且
1770w…o1d　undEr　wo1o皿um　bnd　hi自wi白e　be1喜刮c，
　　mmi釦m　m曇Φ且白己ond　by雪n巴midd且n一自e町d，
　　記；6umo・d蛸・m，陣ti6m；曇・i釦e
　　und巴r；we白1E畠begong　自己；百o刮n　ne　te刮1de－
　　Hw盟t，m…盲寵呈on巨ple　Edw巴nd［巳］n　owδm，
1775gyrn記fler　gomehe，舵op舶n　G肥nd巴1weara，
　　eald一白eWinm，in自en細mτn；
　　正庫・・呂石㎝・菖inO互1巳宮W龍臼
　　m石d－cb且re　mide。晦昌昌i白Metode　p且no，
　　記閉nDryhtne，P龍呂ae辻on且1dredeb互d，
17呂O陣tiと㎝p㎝eh且fe1罰nh巴om－dr…ori白n已
　　of巴r巴且1d白ewin　冒且gum昌t町i自e！
　　G壷n山石；etlE，；ymbe1－wynnedr冒oh，
　　w嚥e－weo巾d；㎜c呈亡e纈1womfe1且
　　m萌m且自己m寵n閉，盲il〕舶πmorgEn　bi己．’I
　　自らをその邪悪から守るがよい、親愛なるべ一オウルフよ、
　　いと優れたる者よ、そしてあのより良きものを選ぶがよい、
17石O永遼のご利益を：傲慢など心に懐かぬように、
　　名高き勇士よ！君の力の評判は今
　　一時である：　またすぐに起こるだろう、
　　君から病か刃が　力を奪うことが、
　　或いは火の手が　或いは洪水の渦が
1765或いは剣の攻撃が　或いは槍の飛翔が
　　或いは恐ろしい老齢が；はたまた目の明るさが
　　失われ暗くなる：　遠からず起こること
　　君に・勇士よ・死が打ち勝つことが。
　　　こうしてわしは「鎖鎧の」デネを　50年間
1770天の下で支配してきた　そして彼らを戦で寺った、
　　幾多の民族から　この中津国中の、
　　とねりこの槍と剣で、それ故わしは何人も
　　広い空の下で　敵には数えなかった。
　　見よ、それ故我が祖国に　逆転が訪れた、
1775喜びの後に悲しみが、グレンデルが、
　　古き敵が、我が侵入者となってからは：
　　わしはこの訪れのために　絶えず陵いた、
　　大いなる心の悲しみを。　神に感謝を捧げよう、
　　永遠の主に、いやしくもできたことに対し、
17呂oわしがこの首級を　血に染まった、
　　長き争いの後に　我が眼で眺めることが！
　　さあ席に着かれよ、楽しい宴を楽しまれよ、
　　戦に秀でた人よ；　我ら二人のためにあまたの・
　　宝を分かち合うことにしよう、明日が来たら』
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傲1曼は悪魔の策略であり、心が「悪魔の弓矢で」（f言㎝d齪川細伽m，27且〕射られたり、「飛び矢の雨に打たれ
る」蜘仙m5ピ巨o旭ρ，ヨ5且〕結果であるとメタファーが用いられる。傲慢な心は決して満ち足りたものではなく、
不満と嫉妬にさいなまれる。H邑祀mdも貧欲にとらわれたように、傲慢の結果、負（マイナス）の感情に襲
われるのは悪魔の策略によるのである。
　月hγm’nOMe帽eにおける「傲慢」
　宮殿で良き臣下に贈物をし、彼らにかしずかれ、何ひとつ不自由せずこの世の喜びを享受している王の独
白が語られる（1－40Lその王の心に突然怒りが生じ貧欲が頭をもたげ・悩みにさいなまれる（4一一亨4Lそん
な風にこの世では王者は力と幸福を失い倒柞る（55－58）。その結果、世は乱れ民は滅びる（59－69）。次にまた’
一人称に帰り・自らの墓を想像する（70－79a〕が、一転、神の慈悲にすがる恩いになり、永遠の喜びを得よう
とする（79b一呂7〕’。この作晶では「傲慢」という・用語は用いられてはいないが、幸福な王がその絶頂期に罪の
心に犯されるパターンはSem㎝などと同じである。
　　4、この句は議論の多いところだが、キリスト教的解釈（Go／d；m廿h（1970）など）を採るかゲルマン的世
俗的解釈（Ch町1e呂Don刮hue，‘Beowulf邑nd　Chrj；tj且n　T閉di寸i㎝＝A　R㏄on呂id巳閉j㎝fro叩刮Cel1i巳St且no已’，n固d丘jo
21（1％5），55－l16など）を採るかで意味が違ってくる。前者の場合は、「神の法（十戒など〕を遵守して永遠
の救いを願う」ことになり、後者の場合は、「死後（永遠）に残す名声を選ぶ」ことになる。同句が古英語キ
リスト教詩のD珊j巴130bとE畑du5516bにも用いられているが、前者の意味である。
　しか←こ．の説教ではそう単純にキリスト教的意味か世俗的意味かではなく、「永久不変に勧められる」と信
じられている「生き方」といった倫理的なものである。エピソードに出てくるH且maについても同句が用いら
れている（1201b）が、H且m且の場合はこれほど文脈がな．いのではっきりせず、漠然と「立派な生き方をした」
といった、やはり倫理的な意味であろう。
　　5・A・G・Bmd巴・・Th己A伽f脇wlf・（P・μ且／i冊・・i刮P・・1959〕，叩・20冨一15且・dGd岬th（1963），P・呂3；
（1970），P，207．
　BrodeurもGold；』ilhも、Hrothg肝のS叩巴rbj宜とん畠洲目の警告はAugu；tinEとG肥goryに依拠したもので、
HrothO町自身Heorotを建てて、傲一1曼の罪を犯したか犯しそうになったために、Grende1の来襲に遭ったと反省
或いは意識していると述べている。とすればHrothO肛は自戒を込めてBeowulfに警告していることになるが、
原文からはそれは感得．できない。
　　6．w…nde冒e　wi珊，庫t　hE　We且1d巴nd已　　　　　　　　賢者（B）は思った、　自分が「支配者」を
　　　’ofer芭alderiht　E紬11Dr州nE　　　　　　　　古い提に反して、永遠なる主を、
　　　bitr巴白ebu1ge；br…o呈ti㎜日nw壱o1l　　　　　　　ひどく怒らせたのだと；　胸申は沸き立った
　　　p…O副rum姉On㎝m，；W豆himO蛎WeneW田；、　　　暗い思いで；　こんなことは彼の常ではなかった二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2329＿32）
　　7．W．C．Bol［on一ん㎝加月ηdBeowu庇A皿E助冊一㏄ηmηVjew（Rutg己冊u　P一．1978），pp．128一ヨ4，
Bo／t㎝によれば・Beowulfの成立とほほ同時代（冨世紀中ごろ）の学僧Al㎝inはその書簡で、養子の王子に説
教を垂れる形でいくつかの説教を残しているが、その一つでHrothg趾のような王に、Remember　Heremodと
言うのと同じように・Rememb巳rRobo刮m（Rehobom，レハブアム）と言わせているという。レハプアムは丁列
王記上』・12章1－24節一4章21－31節に言及されているユダの王で、長老の意見を聞かず国を分裂させた悪王
として知られている。Bo1tonはそρ・ほかにいくつか’Hroth筥肝’昌Ser市on’とパラレルな聖書釈義の例を挙げて
いるが、そのうち妥当だと恩われるものはB己owu1f1724－57＝E㏄le呂．611－2のみである。
　　罧。E1囲ine　Tut11亨H百n；en。．‘’Hrothg酊．苫‘Sermon1j皿Beow」』f肥p肛巴nt刮1wi呂dom’’，A皿glo－S脳o日Eηg1即d，lO・
（19呂2），53二67．
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